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　今回、本書の書評を仰せつかり、大先生方の著書を評するなど恐れ多く、著者の意を充分にくみ取れている自信はないのであるが、是非ポーラロ学会の皆様にもお読み頂きたい書籍として紹介させて頂く。
　大学学部生向けの分析化学の教科書は、すでに数多く出版されている。その中で、『分析化学』というタイトルで特色を出すことは、そう容易ではなさそうに感じられる。しかし本書を読み進めるうちに、是非紹介したい項目が多く出てきた。本書は、全15章＋付録2つの構成になっており、大まかな流れは、濃度・数値の扱いから、酸塩基平衡、錯生成平衡、沈殿平衡、酸化還元平衡、分配平衡の順に溶液内化学平衡についての説明である。その点では他の教科書と同様のスタイルであろう。
　本書の特徴として、まず第2章“溶液内の化学平衡”において活量に関しての説明の詳細さが挙げられる。化学ポテンシャルから活量、活量係数、平衡定数、イオンにおけるこれらの取り扱いに関して、実に11ページほどにわたり書かれている。その間、20を超える脚注がなされていることからも、大変力を込めておられることがよく伝わる。さらにあふれた内容を章末発展問題として取り上げられ、数M程度の高イオン強度溶液での平均活量係数を表すブロムリィの式や、ごく最近報告されたフラエンケルの理論にまで議論が及んでいる。それでも垣内先生が近年、特に精力的に取り組まれてきたことを考えると、まだまだ書き足りないことと察する。

　また、滴定曲線について、特に酸塩基滴定曲線に関する議論が深い（5章、付録A）。いわゆるシグモイド型をしたpH滴定曲線は、高校の教科書でもおなじみである。物質収支、電気的中性則、各平衡定数の連立において滴定曲線が成り立っており、学生に演習させる際には、体積変化が起こっていることに注意させ、滴定率の概念を説明するのが通常であろう。が、本書ではその式を/[H+]の二次関数に変形し、さらに逆双曲線関数（sinh−1 X）の形に変形し・・・と、学生が“ぽかん”と口を開けている光景が浮かんだ（いや、私も他人事ではない）。これにからみ、付録には各滴定曲線の一般式が解説されている。キレート滴定も沈殿滴定もpH滴定と基本的には同じであることが書かれている。どの教科書でも章で仕切られていて、あたかも全く独立の話しであるかのように見えてしまうが、基本的なところは類似しているのである。それにしても、滴定曲線でここまで議論できるものかと驚いた。私自身充分に理解ができておらず、改めてじっくりと勉強させていただきたいと思う。
[bookmark: _GoBack]　紹介の順序が逆になるようであるが、まえがき（はじめに）の中で、｢近似的で実用的な数式を厳密な数式から導くのはまっとうで安全なやり方だが、大まかな考えから実用的な数式を導くのは安全ではなく不健全で不必要なことである｣ とJ. E. Ricciが自著において述べたとされる言葉が書かれ、本書においても数式の基礎を明確にすると書かれている。この言葉に強く賛同を覚えた。双極（双性）イオンの酸塩基平衡（4章）、CO2の気液平衡を含むpH計算（6章）、複数の配位子が含まれる錯生成反応、炭酸カルシウムの溶解平衡（10章）、複数成分の水相／有機相分配平衡、二相間にかかる電位とイオンの分配平衡（14、15章）といった他の教科書ではあまり見かけない、より発展的な系であっても、比較的さらり？と書かれている。これは基礎から説明されているからこそであろう。Nernst式の登場（11章）はやや唐突に感じたが、電気化学ポテンシャルが2章内プラスアルファとして示されており、そのあたりを参照しつつ説明すると良いであろうか。酸化還元平衡（11～13章）においては、金属イオンが関与する無機的な系のみならず、アスコルビン酸、グルコースなど生体関連物質を挙げ、学生の広い分野に対する興味を喚起している。最後は、付録Bとして、エクセル（特にソルバー）を用いた方程式の解法に関して解説が成されており、これも学生の自学を促す良いネタになるであろう。私も『分析化学』の講義を担当しており、毎年、話の展開、重点を置く所など試行錯誤を重ねているが、また新たな多くの切り口を提供して頂いたと感じる。正直なところ私の大学において教科書として使うには、内容が高度であると感じるところであるが、研究室学生には是非読ませたい一冊である。


（奈良教育大学　堀田 弘樹）
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